
第１０回四日市市都市総合交通戦略協議会及び第６回四日市市地域公共交通活性化協議会　
合同会議　議事概要






1． 開催日時
平成３０年 ６月 ７日（木）14：00～17：00
2． 開催場所
本町プラザ　1階ホール
3． 出席者及び欠席者の氏名（いずれも敬称略）
（１）出席委員（２4人 うち代理出席８人）
名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科教授　　　　　　　　　　　　　松本　幸正

三重交通㈱　四日市営業所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾崎　彰
三岐鉄道㈱　取締役鉄道部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨澤　隆生
ＮＰＯ法人生活バス四日市 理事長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西脇　良孝

近畿日本鉄道㈱総合企画本部　計画部　部長　　　　　　　　　　　　　　 金口　正幸
東海旅客鉄道㈱東海鉄道事業本部　管理部　総務課　課長代理　　　豊田　智隆

伊勢鉄道㈱　取締役総務部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 安江　祐示
四日市あすなろう鉄道㈱　鉄道営業部施設課　チーフ　　　　　　　　　　安江　辰磨（代理出席）
四日市市自治会連合会　理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 伊藤　頼夫
四日市商工会議所　事務局次長兼総務部長　　　　　　　　　　　　　　　 山下　項士
神前地区まちづくり推進委員会　バスプロジェクト長　　　　　　　　　　　　佐野　しのぶ
沿線高校代表者（四日市南高校教頭）
                        萩原　忠之（代理出席）
四日市南警察署　交通第一課　交通規制係長　　　　　　　　　　　　　　　加藤　佳則(代理出席)
四日市西警察署　交通課課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田中　文美
国土交通省三重河川国道事務所　計画課　課長　　　　　　　　　  　　　和田　春樹（代理出席）
国土交通省北勢国道事務所　副所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  坂川　昌義
国土交通省三重運輸支局　首席運輸企画専門官
　　　　　　　　　　　  伊藤　繁明
三重県地域連携部交通政策課　主幹　　　　　　　　　　　　　　　　　　   羽田　勇人（代理出席）　
三重県県土整備部都市政策課　主幹　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 松本　一彦(代理出席)
三重県四日市建設事務所 副所長兼保全室長　　　　　　　　　　　　　  竹内　一樹
（公社）三重県バス協会　事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   橋上　猛（代理出席） 

 (一社)三重県トラック協会　事務局長　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　  川方　尚（代理出席）
三重交通労働組合　
四日市支部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 伊藤　由幸
四日市市都市整備部　理事                                   川尻　裕司　
（２）欠席委員（２人）

四日市北警察署　交通課　課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　孝治

（一社）三重県タクシー協会　専務理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　  景山　和

（３）出席オブザーバー（５人 うち代理出席１人）
国土交通省中部地方整備局建政部都市整備課課長　　　　　　 　　　　森山　幸司
国土交通省中部運輸局交通政策部交通企画課企画第一係長　　　　 岩井　亜弓（代理出席）
国土交通省中部運輸局鉄道部計画課課長
                加藤　恒昭　
三重県警　交通企画課　交通事故分析官　　　　　　　　　　　　
 三尾　啓輔　
三重県警　交通規制課　課長補佐　　　　　　　　　　　　
      　　鈴木　秀明　
（４）事務局（９人うち代理出席１人）
市都市整備部道路整備課　副参事兼課長補佐兼改良係長
        杉浦　作（代理出席）　
市都市整備部道路管理課　課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢田　智章　 
市環境部環境保全課　課長

　　　　　 　　　　　　　　　　　　市川　和彦
市都市整備部都市計画課 課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伴　  光
市都市整備部都市計画課　公共交通推進室　　　　　　　　　　　　　  　内糸　豊、土井  啓司、
水谷　訓子、中田　美月、

友松　宏和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4． 配付資料

【事前配布資料】

事項書

戦略協議会・活性化協議会委員名簿

戦略協議会・活性化協議会規約
資料１　　　　四日市市都市総合交通戦略に基づく平成２９年度の取り組み実績一覧表
資料２　　　　四日市市都市総合交通戦略にも続く平成29年度の取り組み実績位置図
資料３　　　　平成２９年度取組み実績及び平成３０年度の取組み予定調査表
　 資料４　　　　四日市市都市総合交通戦略　後期５カ年の計画の決定について
　 資料５　　　　四日市市地域公共交通網形成計画の年次計画の修正について

【当日配布資料】
　　 eq \o\ac(○,新)出席者名簿、
資料６　　　　バス路線の再編に向けて
資料７　　　　公共交通の人口カバー率
　　　　 三岐鉄道提供資料
５.　会議傍聴者等
　１人
６． 伴都市計画課長あいさつ（内容省略）

７．　会議公開及び議事概要公開の報告　⇒　了承
８．　委員紹介
９. 　議事
（１）平成29年度の取り組み実績報告（共通）
　　　（平成29年度新たに実施した事業及び交通事業者より）

　　　　事務局より、資料１～資料３の説明
①市より、【資料３　No.28、No.29、No.31、No.38、No.40】の報告

②交通事業者より、【資料３　No.1～No.19】の報告
　③四日市南警察より、平成29年度新たに実施した事業【資料３　No.23】の報告
　　　　座　長：鉄道については、運行の安心・安全に関わる鉄道施設の整備を行っている。バスにつ
　　　　　　　　いては、イベント等を実施し、利用促進を行っている。
また、三重交通、三岐鉄道は、高齢者への割引制度も実施しており、この制度自体は
とても良い制度だと思う。では、その利用者は増えているのか。また、年々、運転免
許の自主返納者も増加していると聞いているが、データはどうか。
　　　　Ａ委員：利用者は増えている。

　　　　Ａオブザーバー：運転免許の自主返納者数は、三重県内で、平成27年は、2,121件、平成28
年度は3,120件、平成29年度は、6,487件であり、年々、増加している。全
国的に、高齢運転者の事故は社会問題となっているが、事業者から協力を得
て、高齢者の移動の確保ができている。
　　　　座　長：このような高齢者の割引制度は、高齢者が制度自体を「知らない」ことが多い。
　　　　　　　　他市町の事例ではあるが、高齢者への割引制度を広報誌にまとめ、掲載したところ、
　　　　　　　　利用者が増えたという事例がある。事業者だけでなく、行政も情報提供を行うとより
効果的である。
　
　 （２）四日市市都市総合交通戦略後期５カ年の計画の決定について（戦略）

　　　　事務局より、資料４の説明

四日市市都市総合交通戦略後期５カ年の計画について全委員から承認

　　
　　　　座　長：この会議において、委員の皆さんから御承認を頂いたが、計画を策定して終わりに
するのではなく、計画どおりに実施できるよう、事業主体からの協力が必要である。今後も事業者と行政が連携して事業の実施をお願いしたい。

（３）四日市市地域公共交通網形成計画の年次計画の修正について（活性化）

　　事務局より、資料５の説明
　　四日市市地域公共交通網形成計画の年次計画の修正について全委員から承認

　　座　長：網形成計画を修正するにあたり、今後の手続きはどのように進めていくのか。

　　事務局：今後、国土交通省三重運輸支局と調整を行い、修正したものを提出する。
　　座　長：四日市市網形成計画については、平成36年度まで、四日市市都市総合交通戦略につ
いては、平成32年度までである。両計画の事業の進捗を行い、最終年には指標の評
価を行ってほしい。
（４）バス路線の再編に向けて（活性化）

　事務局より、資料６、資料７の説明

　座　長：委員全員で、バス事業者の抱える課題を共通の認識としたい。事業者を取り巻く環

境について、バス事業者から現状の説明をお願いしたい。

Ａ委員：全国的に、バスの利用者が減少している。これは、少子高齢化により、人口の減少
によるものが大きい。四日市市では、人口は減少していないが、北勢地域では自家用
車の登録台数は増えており、バス事業者を取り巻く環境は依然、厳しいものがある。
三岐鉄道同様、三重交通も高齢者への割引制度を実施するなど、利用促進を行ってき
たが、現在、運転手の確保が非常に難しくなっている。就労人口が減少するなか、特
に、輸送部門の人手は不足している。当社として、採用担当は２名だったが、昨年度から５名体制で全国に採用活動を行い、運転手の確保に努めている。
さらに、全国的にバスの利用者が減少しているなか、四日市管内においては、東芝四
日市工場の多くの従業員などが朝・夕の時間帯にバスを利用しており、ある一定の利
用者を確保できている。特に、東芝四日市工場に行く便（羽津山線、小杉線）の利用
が増えている。ダイヤは５分から１０分間隔で運行しているが、それでも対応しきれ
ず、臨時バスを運行して対応をしているところである。
また、名古屋市方面から東芝へ通勤する従業員なども増えており、こういった方々は
桜台名古屋線といった高速バスを利用している。当路線は、当初、四日市市方面から
名古屋市方面への通勤用の高速バスとして運行開始したが、現在は、名古屋市方面か
ら東芝四日市工場への通勤に利用している方が多い。このため、東芝四日市工場を経
由するよう運行経路を変更した。
一方、高齢化が進む中で、四日市管内の幹線であった三重団地笹川線も利用者が減少
している。他には、桜花台線、東日野四日市港線といった郊外の団地を通る路線も同
様に利用者が減少している。
このような中、バスを運行するにあたり、課題としては、「道路の渋滞」である。四
日市市管内は、依然として他市町よりも渋滞が発生しており、これを考慮してダイヤ
を編成しているが、なかなか渋滞が解消されていない状況である。特に、東芝四日市
工場へ行く便の沿線での渋滞は著しく、渋滞対策が喫緊の課題である。このため、関
係機関と連携しながら渋滞が少しでも解消できるよう調整を行いたい。

また、これまで、乗合事業と貸切事業で運転手をそれぞれ分けていたが、乗合事業の
運転手が足りないため、貸切事業の運転手を乗合事業に回すなどして対応している。
さらに、当社として、「貸切事業の受注抑制」を行っているが、それでも乗合事業で
運転手が不足している状態である。貸切事業も従来どおり、事業を展開したいが、貸
切事業の受注抑制を行ってでも、乗合事業をしないといけないという苦渋の判断を行
い、対応しているのが現状である。
Ｂ委員：「参考資料」を見ると利用者は増えているが、これは、近鉄富田駅から東芝四日市工
場へ向かう便（四日市大学線）の利用者が増えたためだが、他の路線は利用者が減っている。当社としても、三重交通同様、運転手が不足している。定時定路線型の乗合事業は、その日、その時間に必ず運行しなければならないので、貸切事業の受注を抑制して、乗合事業に運転手を充てている状況である。また、バス車両は十分な台数を確保できているが、運転手が不足している状況である。
東芝四日市工場への利用者が増えていることは、当社にとって、非常にありがたい状
況である反面、その需要に応えるために、貸切事業の受注を抑えなければならず、さ
らに、いなべ市の小学校から受託しているスクールバスを運行するため、山之一色線
の減便を行い対応している。

また、富田駅西口の駅前広場の整備を行った当時は、利用しやすい環境であったが、
現在は、東芝四日市工場へ向かう便の利用者が多く、広場からバスを待っている利用
者で混雑している状況のため、広場の手前に待避所を設けるなど対応を行っている。

さらに、東芝四日市工場周辺の道路は、朝夕は渋滞が激しく、近鉄富田駅から東芝四
日市工場まで４０分～５０分かかっている。

これらの状況を解決するには、①運転手の増員、②運行回数を増やす、③駅前広場の
拡大、これらを行えば、ある程度、現状は解決できるが、沿線の道路渋滞をみると限
界にきていると感じる。

【三岐鉄道より「三岐鉄道提供資料」について説明】

あまり知られていないが、平津駅が東芝四日市工場から最寄駅である。資料に示した
とおり、点線Ａ～点線Ｃのように、直線距離で道路の整備を行えば、四日市大学や東
芝四日市工場へは徒歩圏内になる。

このような道路の整備が行われ、鉄道の利用が増えれば、駅前広場のキャパシティや
運転手不足の課題などが解決できると考える。
当社としても、大型バスや連節バスなどを導入し、課題解決を図るが、道路の整備等
は行政にお願いしたい。このような対応を行えば、乗合事業も維持できると考える。
　　　　座　長：事務局と交通事業者からの交通事業者を取り巻く課題についての説明にもあったよう
に、非常に厳しい現状だと分かった。全国的にバスの利用者が減っているなかで、網
形成計画に、公共交通全体の利用を増やすよう様々な施策を位置付け、事業者や行政
などが連携して取り組むよう記載されている。

一方で東芝四日市工場行きへ需要の増加、道路の渋滞、運転手の不足という課題があ
る。
このような中で、これらの課題を解決するための対策を考えていかないといけない。
　　　　Ｃ委員：当社として、雇用を確保するために、現在の路線、ダイヤを減らさない方針であった。
しかし、近年の運転手不足により、労働環境を改善するためにも、不採算路線を減便
するよう交渉している。
さらに、三重県内では外国人労働者は製造業を中心に、10年間で雇用が増えているが、
乗合事業等の運転では、利用者の案内など言語での障壁がある。

少しずつ何らかの対策を行い、外国人労働者の確保ができるのではないかと考えてい
る。

座　長：外国人労働者を雇用するための課題はあるが、運転手不足の課題解決にもなるため、

検討を行ってほしい。

また、バスの運転手の不足について、国ではどのような取り組みを行っているか。

　　　　Ｄ委員：県内の高校に対し、バス、トラック、タクシーの運転手への就職情報を発信し、ＰＲ
を行っている。
座　長：中長期的に取り組んでほしい。渋滞が激しいということだが、行政での取り組みは
いかがか。
Ｅ委員：道路の整備は、長期的に行うものである。北勢バイパスについては、３～5年間整備
を要する。
また、この協議会の委員に企業がいないと感じる。社員にパークアンドライドの推奨
を働き掛けることで、公共交通の維持ができると思う。
Ｆ委員：まずは、現状の道路を活用することが重要だと考える。

また、「三岐鉄道提供資料」に記されている点線Ａ～点線Ｃの道路整備の案は、非常

に良い考えである。すぐに対応することは難しいが、今後、検討を行いたい。

事務局：四日市市としては、中心市街地から東芝四日市工場へ向かう道路に渋滞のネック箇所
がある。その交差点の改良工事を行い、渋滞が少しでも解消できるよう整備を行って
いる。また、ネック箇所についても整理を行う予定である。
座　長：道路の整備は長期的な計画が必要だが、既存の公共交通の活用や交差点の改良、パー
クアンドライド設備の整備など様々なことと並行して、検討していくことが有効だと
考える。
交通戦略、網形成計画にも位置付けられているように、この協議会でバス路線の再編
を行っている。四日市市には、四日市あすなろう鉄道を含めた鉄道が「幹線」として
運行しており、バスなどの「支線」を「幹線」に効率的に繋ぎ、ネットワークを形成
しなければならない。
公共交通全体の需要が減る中で、バスを増便することは難しく、場合よっては、バス
以外の形態で輸送を行わなければならない。本日も、大型バス、連節バスを導入する
計画があると報告があった。しかし、公共交通網は、中長期的な視点で将来像を描き
ながら検討を行わなければならず、網形成計画はそれに対応した計画である。
平成25年度に交通政策基本法が制定され、これまで、交通事業者が主体的に公共交
通ネットワークを形成するという考え方から、行政を中心にまちづくりと連携し、公
共交通ネットワークを構築していくよう考え方が変わった。
このように、事業者や利用者、行政などが協議会で話し合うのは重要である。四日市
市の将来の公共交通ネットワーク像や交通事業者を取り巻く課題について必要なこ
とを協議することは非常に重要である。
そこで、この合同会議に分科会を設置し、バス路線網の再編を検討する場を設けては
いかがか。その分科会で密にバス路線の再編について検討をし、行政と交通事業者が
密に連携し、お互い思い描く姿を話し合ってほしい。

【分科会の設置について委員より異論なし】

　
バス路線に再編を向けて、分科会を設置し、事業者と行政が密に連携を行い、検討を
行ってほしい。また、警察や道路整備に携わる行政機関などの協力を得て進めてほし
い。
　Ｇ委員代理：分科会の設置は賛成である。

また、四日市市に限らず、市域を跨いで運行している地域間幹線系統については、
沿線市町の菰野町や鈴鹿市などと連携を行い、広域な視点で再編について検討を
行ってほしい。

座　長：場合によっては、他市町と連携して検討してほしい。
Ｈ委員：生活バス四日市の周辺地区の小杉町などから生活バス四日市を当地区まで延伸してほ
しいと要望がある。しかし、運行時間がこれまで以上にかかってしまい、対応は難しい。このように、一定数バスを求めている人がおり、非常に難しい問題だと考えている。

座　長：非常に難しい問題だと思う。このような事例も分科会で協議してもらいたい。

また、分科会のメンバーなどはこれから決めてもらい、この合同会議よりもさらに、
事業者と行政で密に連携を行ってほしい。

Ｉ委員：このような会議を開いて終わりにするのではなく、広報などで周知を行ってほしい。
事務局：今年度、広報よっかいちで準特集号に掲載する機会がある。公共交通に関心を持って
もらえる記事を掲載していきたい。
座　長：市から新聞社等報道機関へ委員の取り組みを投げ込みするのも効果的だと思う。
事務局：分科会を設けることになったが、四日市市都市総合交通戦略規約の第10条には、「分
科会の組織、運営、その他必要な事項は会長が別に定める」とあるので、今後、委員
の選定については、事務局で行わせて頂く。
また、四日市市の交通に関わる課題について、バス事業者やタクシー事業、利用者へ
のアンケート調査等を行う予定である。
さらに、高齢者の移動手段の確保は市としての課題でもあるため、都市整備部だけで
なく、福祉部門と連携して行いたい。

事務局：今年度は、もう一度、11月に合同会議を開催させて頂く予定である。

　　　　また、交通戦略の後期5カ年の計画に対して、委員の皆様から承認を頂けたので、中
部地方整備局と諸手続きについて調整を行う予定である。

さらに、網形成計画の諸手続きについても、三重運輸支局と調整を行う予定である。

会　長：交通戦略後期5カ年の策定が遅れていたが、残りの期間もしっかりと事業の進捗管

理を行いたい。また、参画して頂いている委員の皆様においては、引き続き、着実に

事業を進めて頂きたい。

また、会議の中でも話が出ていたが、様々な輸送形態で、広く意見を聞き、様々な対

策を検討しながら進め、色んな対策をとることが大事。引き続き、委員の皆様から力

を借りて、市内全体のまちづくりや公共交通が良くなるために、今後も熱心に議論し

て頂きたい。
以上
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